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　観光産業は裾野が広く、多くの観光客の方が本県を訪れる
ことによって、大きな経済的効果をもたらし、地域が活性化
するなどの社会的効果が期待できる重要な産業です。
　県では観光の振興を図るため、今回、有識者の方にお集ま
りいただき、いただいた貴重なご意見を踏まえながら、本県
全体の観光振興の方向を示すす「ビジット“ふくい”推進計
画」を策定しました。
　新しい福井駅の完成やＪＲ北陸本線の敦賀までの直流化、
高規格幹線道路、北陸新幹線など観光の進展に重要な交通基
盤の整備が進んでいる本県の新たな観光への取り組みがスタ
ートします。

戦国時代の城下町跡　一乗谷朝倉氏遺跡

宣伝中心から魅力づくりへ
　これまでは、イベントを開催したり、大都市圏での観光宣伝を積極的に行ってきましたが、今
後は、それぞれの地域が持つ個性や特性を生かした観光地の魅力づくり「輝く観光地」の創造に
取り組んでいきます。

新たな人材の育成
　魅力がいっぱいの本県の観光地に新たな潮流を生み出すためには、地域をリードする人材、観
光客に魅力を伝える人材などさまざまな人の力が必要です。地域をリードする意欲あるキーマン
を育て、地域の魅力を向上させます。

民間の活力の活用
　観光客の集客や販路の拡大など、それぞれの地域で頑張っている観光事業者の皆さんの活動
を、市町村や(社)福井県観光連盟を通じて支援します。

観光における地域ブランドの創造
　観光地に新たな魅力を加えることは「地域ブランド」の創造にもつながります。
　本県の観光地を全国に通用する「地域ブランド」へと高め、魅力ある本県の観光地が一体とな
って「ふくいブランド」を創り出していきます。

データに基づく施策の推進



　観光を地域全体の産業と捉え、観光に関する正確な数値を定期的に収集・分析し、地域別、分
野別など、明確な目標をもった観光施策を推進していきます。

観光客を磁石（マグネット）に引きつけるように呼び込む戦略を立てます。
魅力ある観光地づくりや土産品の開発に
取り組みます。

◆観光地は「おしゃれ」に、また、観光
地と観光地を「つなぐ」ことによって、
新たな魅力を創り出します。
◆本県には、三国祭や放生祭など伝統あ
る祭りがたくさんあります。その祭りに
観光客も一緒に楽しめるような工夫を凝
らし、全国規模の祭りに育てます。
◆手軽でユニークな土産品の開発に取り
組む企業を支援します。
◆一度本県に訪れた人がもう一度来たく
なるような旅行商品を開発します。
（「ビジットアゲイン」）

若狭を代表する放生祭

新たな観光の拠点として期待されるＪＲ福井駅

◆４月に新しく生まれ変わる福井駅を拠
点に街なか観光や多彩な観光コースを作
ります。
◆人の流れを劇的に変える効果がある交
通基盤の整備も視野に入れ取り組みま
す。

宿泊施設の魅力向上に
取り組みます。

◆団体から個人・小グループへと変化す
る旅行形態や多様化する観光ニーズに対
応します。
◆「ゆとり」「いやし」「新鮮でおいし
い食」などで宿泊施設のレベルアップを
図り地域全体の魅力向上を目指します。

風情と情緒で魅了するあわら温泉

観光振興に取り組む人材を
育成します。

◆観光を支えるのは「人」。観光カリス
マなど地域づくりのリーダーとなる
「人」を育成します。
◆観光客と接する「語り部」、「インス
トラクター」、「通訳ボランティアガイ
ド」などの人材を養成します。　

風情と情緒で魅了するあわら温泉



年齢層や地域、目的など、対象を絞った
観光客の誘致を推進します。

◆国内旅行志向が強く消費額の多い「中
高年齢層」、旅行好きで旅行先の決定権
を握るといわれる「女性」、将来のリピ
ーターとなる「小中高生～教育旅行
～」、今後拡大が見込まれる「東アジ
ア」、直接的な誘客につながる「集い」
（大会、会議等）などに対象を絞った旅
行商品を開発します。また、中高年齢層
向けには旅行雑誌やパンフレットを活用
するなどそれぞれの対象に向けて積極的
に情報を発信します。

中高年齢層向けの旅行商品

女性向けに工夫されたサービス 東アジアの旅行エージェントの招へい

この記事に関するお問い合わせは、県観光振興課 TEL.0776(20)0380 までお願いしま
す。
詳しい内容は、県ホームページ http://info.pref.fukui.jp/kankou/をご覧ください。
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